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「
構
造
改
革
」
以
前
も
今

も
、
日
本
は
福
祉
国
家
と
は

言
い
が
た
い
。
20
世
紀
末
ま

で
、
日
本
で
福
祉
国
家
の
代

わ
り
を
し
て
い
た
の
が
、
大

企
業
中
心
の
経
済
成
長
に
国

家
施
策
の
大
半
を
費
や
す
開

発
主
義
国
家
体
制
で
あ
る
。

日
本
型
雇
用
、
お
よ
び
、
補

助
し
た
。

　

新
自
由
主
義
改
革
は
、
福

祉
国
家
と
開
発
主
義
国
家
の

両
者
を
破
壊
の
対
象
と
し

た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
福
祉
国

家
は
新
自
由
主
義
改
革
へ
の

強
い
抵
抗
力
を
見
せ
た
が
、

み
、
国
内
経
済
の
長
期
停
滞

が
生
じ
た
。

富
を
還
流

　

新
福
祉
国
家
構
想
は
、
こ

う
し
た
新
自
由
主
義
改
革
へ

の
対
抗
構
想
で
あ
り
、
現
在

強
力
な
労
働
規
制
に
よ
る
健

全
な
労
働
市
場
と
最
低
生
活

保
障
の
諸
制
度
の
本
格
的
構

築
を
行
い
、
同
時
に
、
国
内

・
地
域
内
の
経
済
循
環
と
必

要
な
産
業
の
維
持
・
育
成
を

は
か
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

て
経
済
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の

野
放
図
な
拡
大
と
多
国
籍
資

本
の
横
暴
を
規
制
す
る
こ
と

は
、
新
福
祉
国
家
の
維
持
・

発
展
に
不
可
欠
で
あ
る
。
新

福
祉
国
家
運
動
の
担
い
手

は
、
保
守
派
を
含
め
、
多
国

籍
企
業
中
心
の
政
治
と
闘

う
、
す
べ
て
の
階
級
、
階

層
、
産
業
、
地
域
の
人
び
と

で
あ
る
。
消
費
税
、
原
発
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
す
る
市
民
運

動
と
地
域
・
業
界
の
運
動
の

広
が
り
は
示
唆
的
で
あ
る
。

な
お
、
日
本
で
は
、
強
力
な

産
業
別
労
働
組
合
運
動
の
構

築
が
、
こ
れ
か
ら
の
大
き
な

課
題
と
な
ろ
う
。

 

（
つ
づ
く
）

助
金
と
規

制
に
よ
る

所
得
再
分

配
（

地

方
、
農
林

業
な
ど

へ
）
は
経
済
成
長
の
成
果
を

分
配
す
る
回
路
で
あ
っ
た
。

福
祉
国
家
が
生
活
を
直
接
的

に
保
障
す
る
と
す
れ
ば
、
開

発
主
義
国
家
は
、
経
済
成
長

と
日
本
型
雇
用
な
ど
を
間
に

お
い
て
そ
れ
を
間
接
的
に
援

日
本
の
開
発
主
義
の
抵
抗
は

弱
く
、
す
で
に
そ
の
ほ
と
ん

ど
は
解
体
さ
れ
た
。
そ
の
結

果
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
通

り
だ
。
20
世
紀
末
か
ら
賃
金

が
下
が
り
続
け
て
貧
困
が
拡

大
し
、
消
費
需
要
が
落
ち
込

の
社
会
的
危
機
を
救
う
と
と

も
に
、
相
当
の
期
間
、
進
化

し
続
け
る
こ
と
が
可
能
な
社

会
構
想
と
し
て
提
案
さ
れ
て

い
る
。

　

そ
れ
は
、
福
祉
国
家
諸
国

の
到
達
点
を
念
頭
に
置
き
、

多
国
籍
企
業
群
に
蓄
積
さ
れ

た
富
を
、
賃
金
と
税
・
社
会

保
険
料
を
中
心
に
国
内
に
環

流
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
国

内
消
費
が
拡
大
し
て
経
済
成

長
も
可
能
と
な
ろ
う
。

　

強
力
な
国
際
連
携
に
よ
っ


